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学校の教育目標 （目指す子ども像） 
 

知と知をつなげ 分かる！できる！啓明っ子 
友だちと共に考え 発見し発想する 啓明っ子 
見通しをもち 粘り強く取り組む 啓明っ子 
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主な学校概要 
〔北緯 43 度 45 分 35 秒・東経 42 度 22 分 59 秒・標高 120ｍ〕南北に１条通り右～南９条通(忠別川)、東

西 17～26 丁目の啓明地区が校区で、工場や商店が散在する市街地にある。大正末期から昭和初期に合同酒精

や国鉄旭川工場、食品・木工場建設に伴う人口増加で朝日小に通学していた子弟の校舎新設を望む住民の願い

により昭和２年建築認可、昭和３年１２月に落成している。近年は旧宮前地区再開発の北彩都計画により交通

量が増している一方、旧来からの狭く変則的な道路も多く交通安全への注意が必要。学校への関心がとても高

い地域で、保護者及び地域住民などによって支えられている 

校名・校章の由来 
校名の「啓明」は「明けの明星」金星の異名。旭川市最東方に開校したことから、詩経の「東有啓明」より

２字選び、明けの明星が学舎に輝き、希望に燃える始まりを期待しての命名。先達から「光は東方より、啓明

よ教育の明星たれ」と、輝かしい伝統が培われてきている。 

 校章は、清新明朗を意味する「星」の周りに、希望、努力、栄誉を表す「月桂樹」を、中央には啓明小の「啓」

の字を配し、正しく素直に育っていく児童の多幸な前途に対する希望と理想を象徴している。 

沿革の概要 

 

昭和 ３年  校舎落成 

昭和 ４年  朝日小学校より４８４名の児童を引継ぎ開校式 

昭和 ５年  校旗制定 

昭和 ７年  第１期校舎増築、教室１２、体育館完成 

昭和１６年  啓明国民学校と改称 

昭和１９年  開校１５周年記念式典 

昭和２２年  旭川市立啓明小学校と改称 

昭和２４年  開校２０周年記念式典 第２期校舎増築、教室２ 

昭和２６年  第３期校舎増築、教室８ 

昭和２７年  北海道健康優良校として表彰 

昭和２９年  東町小新設で７０名移籍、校歌制定 

第４期校舎増築 

昭和３２年  完全給食実施 

昭和３３年  NHK 全国歌唱ﾗｼﾞｵｺﾝｸｰﾙ優勝、水道開始 

第５期校舎増築 

昭和３４年  開校３０周年記念式典 

昭和３９年  冬季スケートリンク開設 

昭和４０年  特殊学級設置 

昭和４４年  開校４０周年記念式典・祝賀会 

昭和４６年  創意工夫育成功労校（科学技術庁長官賞受賞） 

昭和４９年  緑が丘小新設で５９名移籍、第１期改築完成 

昭和５３年  第２期改築完成 

昭和５４年  開校５０周年記念式典 屋内体育館完成 

昭和５５年  校舎改築完成 

昭和５７年  学校プール完成 

昭和５８年  開校５５周年記念式典 啓明郷土資料室完成  

昭和５９年  卒業生１万名突破 

昭和６３年  開校６０周年記念式典 ｼﾝﾎﾞﾙ像「希望」設置 

平成 ３年  全日本小学校バンドフェスティバル出場（観音寺市） 

平成 ４年  全日本小学校バンドフェスティバル出場（福井市） 

平成 ５年  全日本小学校バンドフェスティバル出場（水戸市） 

平成 ６年  開校６５周年記念児童集会（記念植樹） 

平成 ７年  啓明音頭完成 

平成 ８年  普通教室他天井改修工事 

全日本小学校バンドフェスティバル出場（府中市） 

平成１０年  開校７０周年記念式典、ﾗﾝﾁﾙｰﾑ、ﾊﾟｿｺﾝ室改修 

       全日本マーチングフェスティバル出場（千葉市） 

平成１１年  北海道マーチングフェスティバル出場 

 

平成１３年  教育研究実践表彰校（北海道教育公務員弘済会） 

全国スポーツ少年団軟式野球交流大会出場 

平成１５年  開校７５周年記念児童集会 

ﾊﾞｯｸﾈｯﾄ新設、防球ﾈｯﾄ工事 

平成１６年  新ﾊﾟｿｺﾝ室開設、学校沿革史掲示板設置(廊下) 

平成１７年  知的障害学級設置、校舎外壁改修工事（校門） 

       北海道少年野球選手権大会出場（札幌市） 

平成１８年  緊急時メール連絡システム開始 

       全道 PTA 広報紙ｺﾝｸｰﾙ「全国協議会賞」 

       北海道アンサンブルｺﾝｸｰﾙ混成八重奏金賞（北見市） 

平成１９年  情緒学級開設、実践研究発表会開催 

       全道 PTA 広報紙ｺﾝｸｰﾙ「北海道小学校長会賞」受賞 

平成２０年  開校８０周年記念式典 啓明ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ、植樹 

       肢体不自由学級開設、PTA 広報ｺﾝｸｰﾙ特別賞 

平成２１年  広報ｺﾝｸｰﾙ北海道 PTA 安全互助会賞 

平成２２年  普通教室・特別教室校内 LAN 完備（PLC) 

PTA が遊具塗替 

平成２３年  体育館耐震工事、暖房機更新工事 

PTA が校庭暗渠整備 

平成２５年  PTA 南部ブロック教育講演会 

平成２６年  開校８５周年記念ﾌｧｲﾙ配付、耐震工事、 

給食室ｴｱｺﾝ設置 

平成２７年  北海道小学校家庭科教育研究大会道北大会会場校 

平成２８年  病弱・身体虚弱学級開設、水道改修工事 

平成２９年  グラウンド散水栓工事 

平成３０年  開校９０周年記念事業、トイレ全面改修工事 

令和 元年  研修センター研究協力校、教弘ﾌﾞｯｸﾊﾟｯｸ 

一斉臨休 

令和 ２年  新教育課程、教育目標・体育館額の改定 

       ＣＳ(コミスク)導入  

令和 ３年  校舎 Wi-Fi 設備改修工事 

児童用タブレット端末導入 

令和 ４年  ＰＴＡより百科事典等寄贈（ベルマーク運動）教

弘ブックパック受賞 

令和 ５年  人権の花運動表彰、エアコン２台設置  

令和 ６年    校舎ＬＥＤ、普通教室エアコン、遮光カーテン、

防犯監視システム設置 

令和 ７年  エアコン使用開始、教弘スポーツパック受賞 

幼保小連携開始 



学級編制・児童数(令和８年４月１日現在) 

 

職員一覧 

校 長 伊 藤 文 江 情緒学級 担任 三 谷 陽 介 
教 頭 小 城 好 永 情緒学級 担任 松 本 敏 朗 
主幹教諭 薬師寺 要 次 算数少人数指導 河 村 あゆみ 
教務主任、特支 Co 山 本 貴 勝 理科専科 小 林 悠 介 
特支 Co 北 村 愛 子 初任者指導 佐 藤 潤 一 
１年１組 担任 田 中 七 恵 養護教諭 田 中   梓 
１年２組 担任 木 津 菜 花 事務主幹 柴 田 篤 史 
２年１組 担任 川 原 あゆみ 事務職員 三 浦 帆 夏 
２年２組 担任 亀卦川 智香子 時間講師（図工･書写） 宮 脇 素 子 
３年１組 担任 倉 田 小 弓 特別支援補助指導員 赤 松 幸 広 
３年２組 担任 髙   楓 華 特別支援補助指導員 市 場 麻悠子 
４年１組 担任 三 村 晴 花 学校司書 大 垣 一 美 
４年２組 担任 佐 藤 大 士 学校用務員 小笠原 繁 雄 
５年１組 担任 福 山   誠 学校用務員 丘 島 侑 依 
５年２組 担任 五十嵐 香 澄 給食調理指導員 宮 田 和 子 
６年１組 担任 武 田 和 也 給食調理指導員 宮 川 江津子 
知的学級 担任 田 中 千 尋 給食調理員 澤   奈重子 
知的学級 担任 樫 村 友希菜 給食調理員 深 井 恵 子 
情緒学級 担任 菊 地 唯 香 教員業務支援員 野 村   徹 

 

PTA 役員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校運営協議会委員 

 

 
 

 

同窓会 

会 長：金 盛 俊 博 副会長：松 原 雅 敏 

 

文化体育後援会 

会 長：中 川 伸 一  副会長：松 原 雅 敏 
副会長：我 妻   誠  監 査：大 倉 和 美 

学年 １組 ２組 小計 知的 情緒 男子 女子 合計 
１年 １７ ２０ ３７ ３ ０ １７ ２３ ４０ 
２年 ２０ ２１ ４１ ２ ４ ２７ ２０ ４７ 
３年 １９ １７ ３６ １ １ １４ ２４ ３８ 
４年 ２１ １９ ４０ ２ ４ ２１ ２５ ４６ 
５年 １９ １８ ３７ ４ ５ ２８ １８ ４６ 
６年 ３４  ３４ ０ ２ １６ ２０ ３６ 
合計   ２２５ １２ １６ １２３ １３０ ２５３ 
学級数計 16 学級（通常学級 11 学級 知的学級 2学級 情緒学級３学級） 

会 長：林   貴 史  顧 問：校  長 
副会長：野 﨑 真 弘  事務局長：教  頭 
副会長：孫   海 波  事務局員：主幹教諭 
副会長：菅 野 好 恵  事務局員：髙 橋 美 佳 
監 査：伊 藤 匡 駿  事務局員：下 田 真 弘 
監 査：早 坂 ゆかり  
会 計：倉 橋 孝 明 
会 計：川 上 真 季 

委員長：中 島 哲 夫  
委 員：金 盛 俊 博､中 川 伸 一､林  貴 史 

校 長  

②いじめ防止対策推進委員会

③監査委員会

④コンプライアンス委員会

⑤働き方改革推進チーム

⑥学校保健委員会

⑦校内支援委員会

⑧学校プール運営委員会

スクールカウンセラー
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　　　　　巡回
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事務 的 業務

給食衛生管理責任者

保健主事

幼保小中連携コーディ

ネーター
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外 渉

外

放課後児童クラブ

生 指 協 議 会

文化体育後 援会

学校開放事業

Ｐ Ｔ Ａ

　特支援補助指導員

　学校用務員

　給食調理指導員、給食調理員

　教育業務支援員

　学校司書

学校運営組織図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育成する資質能力 

学校経営方針 経営の基調「信頼と愛情」「協働と創造」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
育成する資質・能力 

 
確かな学力／教科 

 

 
豊かな心／特活・道徳 

 

 
健やかな体 

 

知識・技能 
○【分かる】 基礎的・基本的な概念の理解 

○【できる】 生活に必要な技能や処理技能 

○集団活動の意義の理解と合意形成の技能 

○道徳的価値についての理解 

○健康や体力向上に必要となる知識や技能 

思考力・判断力・表現力
等 

○（低）順序（中・高）筋道立てて考える力や伝え合う力 

○自分の思いや考えを 

（低）もつ （中）まとめる （高）広げる 

○問題の解決法を考え合意のため話し合う力 

○物事を広い視野から多面的に考える力 

 

○健康や体力向上について自分の課題を見付け、解決

する活動を工夫する力 

学びに向かう力・人間
性等 

○【主体的・協働的な学習態度】 

見通しをもって人と関わりながら粘り強く学習し、学ん

だことを日常生活に生かそうとする態度 

○自主的に役割を果たし他と協働して実践する態度 

○自己を見つめ生き方の考えを深める力 

 

○自分の健康生活を見直し将来につながる健康管理を

心がける態度 

令和８年度 旭川市立啓明小学校 グランドデザイン

◆使命感 

 強い使命感・倫理観、子ど

もへの深い教育的愛情

を、常に持ち続ける教師 

◆指導力 

 専門職として、実践的指

導力や専門性を高め、分

かる授業を実践する教師 

◆人間力 

 家庭・地域と連携・協働

し、信頼される教師 

学校の教育目標 
◆子どもにとって 

一人一人が大切にされ学

ぶ喜びが実現できる学校 

◆教職員にとって 

 一体感と働きがいを感じ

ることのできる学校 

◆保護者や地域にとって 

 積極的に協働すること

のできる学校 

経営方針の具体１  

 教育課程の改善・充実  

 

経営方針の具体２ 

児童理解を踏まえた生徒指導                       

導 

経営方針の具体３  

連携・協働による教育力の向上 

【 重 点 】 

各教科等での主体的・対話的で深い学びを実

現する指導を通して思考力・判断力・表現力を

育成します。 

《具体的な取組》 

○授業づくり 

・校内研修を活用した授業改善の推進 

・ＩＣＴの効果的な活用 

・言葉を用いて思考を深める学びの推進 

○学習習慣づくり 

・学びを日常に活用する力の育成の推進 

・自ら進んで家庭学習する力の育成の推進 

・学んだことを振り返って、次の学びに生かす

力の育成の推進 

○体力向上（体力つくり） 

・運動量を保障した体育授業 

・運動に親しむ取組の推進    など 

【 重 点 】 

自己存在感・自己有用感を高め、自己決定

を保障し、共感的関係で関わる力を育成しま

す。 

《具体的な取組》 

○安心できる教育環境（居場所づくり） 

・自己存在感を高める取組 

・いじめをしない・させない指導 

 ・自ら考え責任をもって行動できる指導 

 

○共感的人間関係構築（仲間づくり） 

・異学年交流の推進 

・よさを認め伸ばし、自己有用感を高める取

組の推進 

・協力して課題を解決する取組の推進 

             

【 重 点 】 

外部講師、地域の教育資源を積極的に活用

し子どもの学びの充実と学び場を広げます。 

《具体的な取組》 

○異校種連携 

・幼保小との連携の推進 

・学習規律等の共通事項を踏まえた小中一貫し

た指導の推進 

○地域・保護者との連携・協働 

・地域人材・施設・地域行事等「ひと･もの・こ

と」を活かした学びの推進 

・学習支援ボランティア、環境整備ボランティ

ア、交通安全ボランティア、読み聞かせボランテ

ィアの活用 

など 

 

○生活リズムを整える（睡眠と食事、メディアとの接触時間のルール） 

○学習習慣の確立（整理整頓、学習時間を決める等）    

○自己肯定感の育成（努力を認め、挑戦を促す声掛け）  

○規範意識の熟成  ○読書の充実・強化 

○学習支援・環境整備協力     

家  庭 

○学校運営協議会 ○幼・保・小・中・高校との連携  

○地域人材の活用（外部講師、見守り活動、学習支援） 

○地域施設等の活用（学びの場や地域行事等の体験の場の提供） 

○地域スポーツの推進 

地  域 

学  校 

教職員の時間的なゆとりを確保することで、児童一人一人と丁寧に向き合うとともに、より丁寧な授業準備を行うことができます。それにより質の高い教育を実現

させます。 


